
収
束
し
な
い

コ
ロ
ナ
禍

新
1
年
生
を
迎
え
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
童
保
育
所
で
新

し
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
、
さ
ら
に
は
そ
の
変

異
株
が
広
が
り
、
東
京
、
大

阪
、
京
都
、
兵
庫
に
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
中
で

保
育
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

現
場
の
人
た
ち
に
は
本
当
に

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま

す
。さ

て
、
４
月
25
日
に
投
開

票
の
あ
っ
た
衆
院
北
海
道
2

区
、
参
院
広
島
選
挙
区
、
参

院
長
野
選
挙
区
の
国
政
選
挙

で
自
民
党
が
全
敗
、
野
党
共

闘
の
統
一
候
補
が
当
選
し
ま

し
た
。

今
の
自
民
党
政
治
へ
の
不

信
の
現
れ
で
し
ょ
う
。

感
染
拡
大
に
よ
り
、
医
療

崩
壊
が
起
き
て
い
る
の
は
ご

存
知
の
通
り
で
す
。

こ
の
根
底
に
は
、
医
療
費

抑
制
政
策
に
よ
り
、
医
師
養

成
数
の
削
減
、
患
者
・
国
民

へ
の
医
療
費
窓
口
負
担
、
保

険
料
の
引
き
上
げ
と
い
っ
た

国
民
の
命
を
軽
視
す
る
政
策

が
あ
り
ま
す
。

昨
年
5
月
の
各
国
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
数
は
、
イ
タ
リ
ア
は
日

本
の
17
倍
、
ア
メ
リ
カ
は
9

倍
、
韓
国
は
6
．
4
倍
、
フ

ラ
ン
ス
は
5
倍
で
す
。

熱
が
あ
っ
て
も
病
院
に
行

け
な
い
、
病
床
が
あ
か
ず
に

自
宅
で
亡
く
な
る
な
ど
、
痛

ま
し
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。

非
正
規
女
性
に

大
打
撃

コ
ロ
ナ
関
連
の
失
業
者
は

10
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

雇
用
者
の
増
減
に
は
、
年

を
通
じ
て
女
性
正
規
雇
用
者

が
増
加
し
た
一
方
で
、
非
正

規
雇
用
者
、
特
に
女
性
非
正

規
雇
用
者
が
大
量
に
減
少
し

ま
し
た
。

非
正
規
雇
用
者
は
８
９
８

万
人
減
少
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
５
９
４
万
人
が
女
性
で

す
。一

貫
し
て
増
加
し
て
き
た

女
性
の
非
正
規
雇
用
者
数
が

減
少
し
、
こ
の
減
少
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
雇
用

状
況
の
悪
化
で
、
女
性
非
正

規
雇
用
者
が
雇
用
調
整
に
使

わ
れ
た
か
ら
で
す
。

ゆ
が
ん
だ

社
会
に
Ｎ
О
！

一
晩
で
6
万
円
の
会
食
を

ご
馳
走
し
て
く
れ
る
政
府
官

僚
が
い
る
一
方
で
、
明
日
の

暮
ら
し
さ
え
見
通
せ
ず
、
命

を
絶
つ
人
が
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
不
況
と

言
わ
れ
て
も
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
は
、
過
去
最
高
益
2
兆
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
会
長

も
「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
」

と
さ
ら
に
富
を
増
や
す
、
と

豪
語
し
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
所
に
在
籍
す
る

保
護
者
の
中
に
は
、
「
シ
フ

ト
が
削
ら
れ
た
」
「
失
業
し

た
」
「
子
ど
も
は
学
童
に
行

き
た
が
っ
て
い
る
け
ど
、
も

う
預
け
ら
れ
な
い
」
と
、
悲

し
む
方
も
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
富
の
集
中
や
格

差
と
貧
困
は
、
政
府
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
年
秋
ま
で
に
必
ず
総
選

挙
が
あ
り
ま
す
。
命
、
暮
ら

し
を
託
せ
る
政
権
を
誕
生
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

（
事
務
局
長

田
村
一
志
）

＝私たちの活動 ４つの柱＝

＊制度化と指導員の身分保障

＊専門性と仕事の確立

＊父母と共に学童保育運動の発展

＊全国の指導員との団結と連帯

建交労全国学童保育部会

ニュース学童保育

2021.５.７．

ＮＯ.７３

全日本建設交運一般労働組合

全国学童保育部会 発行

編集：事務局

現場を守るために休めなかった

愛知支部で、組合員による「学童保育にお

けるコロナ禍の実態に関するアンケート」を

取り組み、その結果を「よあけの太陽 44

号」に掲載しました。

「コロナ禍で感じた学童保育制度の改善点」

では、以下のような記述回答がありました。

・保育室を清潔に保てるよう人員が必要。

・現場を守る指導員は休めなかった。

・政府の対策が遅い。

・児童の人数に合わせた保育室の広さ。

・病児を隔離できる独立したスペース。

・今まで空間的にも人的にも密に過ごしてき

たことを実感。


